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〈
紹
介
》

東
秀
吉
著

『球
磨
弁
助
詞
と
助
動
詞
と
』

『球
磨
弁
音
韻
と
文
法
』

『球
磨
弁
語
彙
と
語
法
』

迫

野

度

徳

東
秀
占
氏

の

『球
磨
弁

語
彙

と
語
法

』
が
昭
和
五
↑
九
年
十

一
月
に
刊
行

さ

れ
た
。
先

に
出
版
さ
れ
た

『
球
磨

弁
助
詞
と
助
動
詞
と
』
(昭
和

五
十
七
年
十

「

月
)、
『球
磨
弁
音
韻

と
文
法

』
(
昭
和

五
十

八
年
十

一
月

)
と
あ
わ
せ
て
、
こ
れ

で
東
氏

の
球
磨
地
方

の
方
言

研
究

三
部
作

が
出

そ
ろ

っ
た
こ
と

に
な

る
O
私
家

版

で
目

に
ふ
れ
る
こ
と

が
す

く
な
い
か
と
思
う
の
で
、

こ
の
機
会

に
紹
介

さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と

に
す

る
。

索
秀
占
氏

は
、
九
州
大
学
法
文
学
部
国
文
学
科
を
昭
和
十
五
年
三
月

に
御
卒

業

。
四
年
間

ほ
ど
宮
崎
県
吃
宮
崎
中
学
校

(現
大
宮
高
等
学
校
)

に
勤
務

の
の

ち
、
生
れ
故
郷

の
熊
本
県
人
占
市

に
帰
ら
れ
、
昭
和
五
十
年

四
月
熊
本
県
立
人

占

高
等
学
校
長
を
最
後

に
退
職
さ
れ
る
ま

で
、
当
地

で
な
が
ら
く
教

職

に
あ
ら

れ
た
。
そ

の
間
、
郷
上

の
言
葉

に
興
味

を
も
ち
、
人
吉
高
校
在
職
中

は
、
熊
本

県
高
等
学
校
国
語

研
究
部
会

の
機

関
誌

「国

語
研
究
紀

要
」
7
号

に

「球
磨

・

人
占
弁
小
考

1
助

詞
」

(
昭
48
)、
同
誌

8
号

に

「球
磨

・
人
吉
弁
小
考

2

助
動
詞
」
(
昭
49
)、
10
号

に

「
球
磨

・
人
吉

弁
小
考

複
合

語
」
(昭
51
)
な
ど

を
発
表
さ
れ
た
。

人
占
高
校
退
職
後
、
右
論
考
を
更

に
発
展
さ
せ

て
、
昭
和

五

レ
五
年

に
は

「
球
磨

.
人
吉
弁
小
考

」
原
稿
本
十
五
巻

二
十
三
冊
を
完

成
さ
れ

た
と
い
う
。

昭
和
五
卜
七
年

『
球
磨
弁
助
詞
と
助
動
詞
と
』
を
手

は
じ
め

に
、

毎
年

一
冊

の

ペ
ー

ス
で
出
版

さ
れ

て
こ
ら
れ

た
の
に
は
、

こ
う
し
た
な
が

い
間

の
研

さ
ん
が
あ

っ
て
の
こ
と

で
あ

っ
た
。

『
助
詞
と
助
動
詞
と
』
「自
序
」

に

「
生
れ
、
育
ち
、
遊
び
、
途
中
、
就

学
と

職
業
と

の
為

に
、
東
京
、
福
岡
、
宮
崎

に
都
合
十
年
を
暮
し
た

ほ
か
は
、
五
十

数
年

こ
の
地

に
住
ん

で
い
る
。

こ
の
小
著
は
殆

ん
ど
す

べ
て
、
筆
者

の
言
語
生

活
を
内
省
し

て
ま
と
め
た
も

の
で
あ

っ
て
、
実
地

の

『
調
査

』

に
よ

っ
て
書

い

た
も

の
は
、
中
球
磨
弁

の

「
部

を
含

め

て
、
ご
く
小
部
分

に
す
ぎ
な

い
」
と
あ

る
よ
う

に
、
右
記
三
著

は
、
き

っ
す
い

の
球
磨
生
活
者

で
あ
る
著
者

が
、
自
分

の
方
言

を
内
省

し
て
分
析

記
述

し
た
も

の
で
あ

る
。
著
者

は
、

こ
の
内
省
を
主

と
し
、
他

に
調
査

の
及
ば

な
い
こ
と
を

い
く
ぶ
ん
謙
退

の
こ
と
ば

で
語
ら
れ

る

が
、
む

し
ろ
こ
の
点

が
本
書

の

一
つ
の
価
値
あ

る
特
色

に
な

っ
て
い
る
と

み
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
柴
田
武
氏
が

「
わ
た
し
が
方
言
集
を
作

る
と

し
た
ら
」
(言
語

生
活

昭
和
41

・
1
)
と

い
う
文
章

の
中

で
次

の
よ
う

に
、言

っ
て
い
る
。
「
い
ま

ま

で
の
方

.=[集

は
、
県
を
単
位
と
し
た
も

の
、
町
や
村
を
単
位

と
し
た
も

の
が

大
部
分

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
方

言
集

は
複
数

の
個
人

の

訂
語
、
し

か
も
、

「
64

一



多
少
と
も
広

が
り
を
持

っ
た
地
域

の
言

語
を
代
表

し
て
い
る
。

わ
た
し
は
、

理

想
的

に
は
ま
ず
、

一
個
人

の
言
語

の
記
述

に
徹
す

べ
き
だ
と
考
え

て
い
る
。
あ

る
い
は
、
少

し
ゆ
る
く
し
て
、
最
小
集
落

(大
字

・
小
字
な
ど
)

の
言
語
と
し

て
も

い
い
。
わ

た
し

の
経
験

で
は
、
方
言

は
最
小
集
落
ご
と

に
違

っ
て
い
る
。

ま

っ
た

く
同

}
の
方
言
を
持

つ
最
小
集
落

は
二

つ
と
は
な

い
。

そ
れ

は
、
理
論

的

に
も
考
え

つ
く

こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
を
押
し

つ
め
る
と
、
け

っ
き

ょ
く
は
、

あ

る
個

人

の
言

語
し

か
対

象

に
し

え
な

い
と

い
う

こ
と

に
な

る
か
も
し
れ

な

い
。

こ
と
ば

の
個
人
差
は
意
外
に
大

き

い
し
、
方
言
学

は
そ
の

こ
と
に
強

い
関

心
を
寄
せ

て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
」
本
書

は
、
い
わ
ゆ
る
方
言
集

で
は
な

い
。
音

韻

・
文
法

・
語
彙

な
ど
の
各

面
か
ら
総
合
的
体
系
的

に
記
述
す

る
こ
と
を
め

ざ

し
た
も

の
で
あ
る
が
、
事

情
は
同

じ
な
は
ず
で
あ
る
。
む

し
ろ
、

よ
り

一
層
右

の
よ
う
な
こ
と
が
要
請

さ
れ

る
と

い

っ
て
も

よ
い
か
も
し
れ
な

い
。
幸

い
、
五

↑
数
年
、

ほ
と
ん
ど
そ
の
土
地
を
離
れ
た

こ
と
が
な
く
、
か

つ
、
冷
静

に
深
く

自
分

の
こ
と

ば
を
内
省
し
得

る
人
を
得

て
、
熊
本
県
南
部

の

一
人

の
生
活
者

の

こ
と
ば

の
記
述
が

で
き
た

こ
と
を
ま
ず
喜
び
た

い
。
本
書

の
価
値
を
ま
ず

こ
の

点

に
み
た

い
の
で
あ
る
。

有

.、部
作

の
構
成
は
、
表
題
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
第
二
作

『音
韻

と

文
法
』
第
三
作

『
語
彙

と
語
法
』

の
二
書

で
、
球
磨
地
方

の
音
韻

・
文
法

・
語

彙

の
全
体
を

ひ
と
ま
ず
お
さ
え
た
形

に
な

っ
て

い
る
。
第

一
作

『
助
詞

と
助
動

詞
と
』
は
、
し
た
が

っ
て
、
特
殊

研
究
篇

に
あ
た
る
と

い
え
る
。

「音
韻

」
は
、
各
種
連
母
音

の
融
合
化
現
象
、
促
音
化
、
嬢
音
化
、
長

・
短

音

化
現
象
な
ど
を
中

心
に
、
「
文
法
」
は
、
動
詞

・
形
容
詞

・
代
名
詞

・
副
詞

・

連
体
詞

・
接
続
詞

・
感
動
詞

・
助
動
詞

・
助
詞

・
接
辞

に
分

っ
て
、
意
味
や
用

法
と

の
問
題
点

に

つ
い
て
詳
述
す

る
。
第

三
作

『
語
彙
と
語
法
』

の

「
語
彙

」

は
、
名
詞

・
動
詞

・
形
容
詞

・
副
詞

・
複
合
語

に
分
ち
、
名

詞
は
意
味

分
類

に

よ
り
、

そ
の
他

は
五
十
音
順

に
、
三
百
数
十
語

に

つ
い
て
、
意
味

・
用
法

・
語

源
な
ど
を
考
察
す
る
。
「
語
法
」
は
、
第

二
作

の

「
文
法
」
と
用
語
が

ま
ぎ

ら
わ

し

い
が
、
細
目
は
、
1
、
応
待

の
言
葉
、
2
、
挨
拶

の
言
葉
、

3
、
男

の
≒
.口葉

・
女

の
言
葉
と
な

っ
て
い
る
よ
う
に
、
皿.=口語
生
活
的
な
実
際

の
場

に
お
け

る
こ

と
ば

の
用
法
を
考
え
た
も
の

で
あ
る
。
第

一
作

の

『
助
詞

と
助
動
詞
と
』

は
、

先
述

の
よ
う
に
、
早
く
、
「
国
語
研
究

紀
要
」
に
助
詞

・
助
動
詞

の
研
究
を
発
表

さ
れ
て
い
る
な
ど
、

こ
こ
に
球
磨
弁

の

一
つ
の
特
色
を
み
よ
う
と
す
る
著
者

の

姿
勢
を
示
す
も

の
で
、
特

に

一
書

に
編

ん
で
詳
述
し
た
も

の
で
あ
る
。
球
磨
地

方

の
助
う詞

・
助
動
詞
を
、
共
通
語
と
形
も
意
味

も
用
法

も
全

同

の
も

の
は
除

い

て
、
五
十
音
順

に
示
し
、
そ
れ

ぞ
れ

に
分
類
上

の
位
置
、
接
続
、
活
用
、
語
源
、

働
き

に

つ
い
て
説
明
を
加
え

て
、
最
後

に
そ

の
語
の
具
体
的

な

つ
か
わ
れ
方
を

球
磨
弁

に
よ
る
会

話
例

で
示
し
て
い
る
。
特

に

「働
き
」

に
は
、

そ
の

一
、

…

の
語

の

つ
か
わ
れ
方

、
意
味

な
ど
に

つ
い
て
共
通
語
と
比
較
対
照
し
た

り
し

て

要
を
得
た
説
明
が
あ
り
、
実
際

の
使

用
者
が
じ

っ
く

り
内
省
す

る
と

い
う

こ
と

の
強

み
が
よ
く
示

さ
れ
て
い
る
と

い
え
る
。

熊
本
県

の
南
部

の
方
言

に

つ
い
て
は
、

こ
れ
ま

で
に
、
ま
と
ま

っ
た
も

の
と

し
て
、
斎

藤
俊

一.一氏

の

『熊
本
県
南
部
方
う言
考
』
(昭
33
)
が

あ

っ
た
。
水

俣
市

を
中
心

に
、
八
代

・
芦
北
両
郡

の
農
山
漁
村

を
含

ん
で

の
記
述

で
あ
る
が
、
今

回

は
、

こ
れ

に
数
倍
す
る
詳
し
さ

で
も

っ
て
、
も
う
す
こ
し
内
陸

よ
り
の
方
.菖

の
記
述
が
ま
と
ま

っ
た

こ
と

に
な
る
。
相
良
藩

と
い
う
他
と
藩
を
異

に
し

て
い

た
と

い
う
歴
史

的
条

件
、
鹿

児
島
弁
地
帯
と

ほ
と

ん
ど
相
接
す

る
か

の
よ
う
な

熊
本
県
最
南
端
と

い
う
地

理
的
条
件
、

い
ず

れ
か
ら
し
て
も
興
味

の

つ
き
な

い

地
方

で
あ
る
だ
け
に
こ
の
た
び
の
労
作

の
意
味
は
大
き

い
と

い
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
(非
売

品

〒
棚
熊
本
県
人
吉
市
西
間
下
町

「
五
七

東
秀
占
)

皿65う


